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項目・月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計
電話 243 778 365 232 138 135 415 261 226 179 296 212 3,480 
来園 12 49 5 1 2 10 7 129 2 5 88 1 311 
手紙 2 4 0 3 1 2 3 5 0 4 4 3 31 
その他 141 2 0 0 0 0 1 1 23 1 5 3 177 

計 398 833 370 236 141 147 426 396 251 189 393 219 3,999 
春と秋のグリーンフェアはその他、洋ランクリニックは来園に記入

項目・月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計
庭木 71 130 51 32 22 23 97 78 43 35 43 50 675
花木 102 245 94 70 33 25 96 98 51 42 61 49 966
盆栽 3 5 1 1 0 0 6 3 3 0 1 0 23
果樹 22 54 34 11 7 5 13 37 22 16 22 8 251
草花 101 237 68 58 29 47 130 93 59 48 109 48 1,027
山野草 13 16 15 5 1 1 7 2 4 0 0 1 65
ハーブ・野菜 24 22 21 7 14 6 13 23 3 1 14 7 155
観葉植物 14 47 30 19 12 12 20 25 21 9 5 13 227
サボテン・多肉植物 12 10 7 3 7 7 2 5 5 8 6 3 75
洋ラン 14 33 21 8 1 4 16 14 13 13 101 23 261
ラン（洋ラン以外） 3 5 5 5 1 5 4 0 0 0 14 1 43
その他 19 29 23 17 14 12 22 18 27 17 17 16 231

計 398 833 370 236 141 147 426 396 251 189 393 219 3,999 

項目・月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計
管理 110 198 80 40 40 38 113 149 82 51 174 61 1,136
植付・植替 80 139 42 35 15 23 87 60 47 27 53 39 647
病害虫 45 138 62 47 32 11 63 43 18 32 30 18 539
繁殖 25 49 38 18 13 6 17 23 13 9 35 14 260
整枝・剪定 29 125 39 28 4 18 36 38 30 4 26 20 397
施肥 19 66 20 16 4 6 37 15 22 9 22 12 248
その他 90 118 89 52 33 45 73 68 39 57 53 55 772

計 398 833 370 236 141 147 426 396 251 189 393 219 3,999 

園芸相談
　平成 18年 4月から平成 19年 3月にあった植物に

関する相談の受付記録を記す。受付件数は 3,999件

で、その内容を表 1～ 3と図 1～ 4に示した。

　相談件数は、例年は 4月がピークとなり、夏場に

向けて減少していくが、本年度は（前年度と同様）

5月が最も多く、8月が最も少なくなり、多い月と

少ない月の違いが 6倍近くに達した。本年度の特徴

は、本園のアサガオの巨大カーテン（ノアサガオの

品種オーシャンブルー）やコダチダリアがマスコミ

で取り上げられたのでこれらに関する相談、サクラ

の開花についての相談が多く寄せられた。ちなみに、

返り咲きと勘違いされる早咲きのサクラがシナミザ

クラやカンザクラ等である例が多かった。また、マ

スコミからよく問い合わせのある早咲きのサクラに

は、広島市中区のアステールプラザのコブクザクラ、

東区山根公園のヒマラヤザクラ、海田市駅のカンザ

クラ（コヒガンザクラと報道されることが多い）が

あった。

　受付方法別に見ると、例年通り電話が 87％と最

も多かった (図 2)。内容別に見ると、草花、花木、

庭木の順で (図 3)、作業別では、管理、植付・植替、

病害虫、整枝・剪定についての順であった (図 4)。

自然体験活動
　表 4には、平成 18年 4月から平成 19年 3月にか

けて対応した自然体験活動の件数を示した。実施

団体は 19団体で、前年度の 16団体より増加、人数

も 1,443名から 2,085名と 44％増加した。子ども会

や公民館などの利用が定着してきたように思う。ボ

ランティア制導入から数年が経過し、ガイドボラン

ティアによる植物ガイドや、管理ボランティア（植

物友の会会員）の協力によるクラフト作りなどのメ

ニューを安定して提供できるようになった。

　学校などでは、新年度早々に年間行事の細かい内

容を計画するので、その前に体験学習プログラムの

PRを行っている。

　引き続き体験プログラムの見直し等を行って来園

者の増大を図っていきたい。

平成 18 年度園芸相談集計記録及び
自然体験活動対応実績

富澤まり

表 1. 月別・方法別受付件数

表 2. 月別・内容別受付件数

表 3. 月別・作業別受付件数
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草花　26％ 花木　24％ 庭木　17％

サボテン・多肉植物　2％

山野草　2％

ラン（洋ラン以外）　1％
盆栽　1％

洋ラン 
7％ 

果樹 
6％ 

観
葉
植
物　

   　

5
％ 

ハ
ー
ブ
・
野
菜　

4
％ 

その他 
5％ 

管理　28％ 病害虫
　13％

植付・植替
　16％

整枝・剪定
　10％

その他
　19％

繁殖 
7％ 

施肥 
6％ 

電話　87％ 

手紙　1％ 

来園 
8％ 4％ 

そ
の
他 

表 4. 自然体験活動実績

図 1. 月別割合

図 2. 受付方法別割合

図 3. 内容別割合

図 4. 作業別割合

小学校 中学校 (含養護学校） その他 　計
9校 (1,591名 ) 1校 (107名 )   9団体 (大人 124名、子ども 263名 ) 　19団体 (2,085名 )
うち
職員対応 16団体、2,004名
ボランティア対応   3団体、       81名
実施団体が用意した講師による指導   0団体、         0名

*その他の内訳
　高校、短大等　    3件 (大人 10名、子ども 19名 )
　子ども会　          2件 (大人 43名、子ども 90名）
　公民館　             １件 (大人 18名）
　その他公共団体  3件 (53名、子ども 154名）




